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論文内容要旨
 【目的】
 腸管を利用した尿路の感染症,感染防御といった点に注目した報告は少ない。そこで,腸管利
 用尿路の感染症の特徴,また尿中滲出白血球,尿の性状,尿中免疫グロブリン濃度等,感染防御
 に関わる因子について,煙常尿路と比較検討した・
 【対象】
 昭和52年7月より平成元年3月までに,尿路に腸管を利用した22例(以下腸管利用群と省略)
 と,通常の尿路を持つ複雑性尿路感染症31例(以下対照群と省略)を対象とした。
 (1)感染症の特徴,尿中謬出白血球,尿の性状,尿中免疫グロブリン濃度の比較検討
 【方法》
 〔1)両群ともほぼ同時期に採尿して,尿中細菌の定量培養と同定を行い,単独,複数菌感染の頻
 度,分離菌種を比較検討した。(2)尿沈渣にメイーギムザ染色を施して,尿中滲出白血球の動態,
 cellpopulationを比較検討した。(3)尿の性状として,pH,浸透圧,尿素窒素濃度について比較検
 討した。(4)尿中免疫グロブリン濃度をELISA法により測定し比較検討した。
 【結果】
 (1)腸管利用群では対照群に比べて,特にカテーテル留置例で複数菌感染の頻度が高く,菌種の
 組み合せも異なっていた。また腸管利用群ではS七rep七〇coccus,Prov三denciaの分離頻度が高く,
 逆にP.aeruginosaの分離頻度は,化学療法の有無にかかわらず低かった。(2)尿中白血球につい
 ては,腸管利用群では好酸球が多く滲出しているが,尿中細菌数の増加に伴い好中球が増加し,
 activeな感染が起こった場合は好中球が中心的役割を果たしていた。(3)腸管利用群の尿は対照群
 の尿に比べ高いpH,低い浸透圧,尿素窒素濃度を示しており,分離菌種の差,白血球の細菌禽食
 などに影響を与えている可能性が考えられた。〔4)ELISA法により測定した分泌型lgA,IgG,IgM
 濃度はいずれも腸管利用群で有意に高かった。またいずれの濃度も細菌数,術後経過期間による
 有意差はみられなかったが,用いた腸管の部位により差がみられた。
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 (H)尿中での細菌増殖と白血球の細菌貪食についての検討
 【方法と結果】
 (1)腸管利用尿路と通常尿路由来の尿中(pHを一定)での,E,coli,Providencia,Strep七〇cocc
 us,P.aeruginosaの増殖能を検討したが,いずれも大きな差はなかった。このことから上記細
 菌の分離頻度の差は,尿の性状ではなく粘膜への定着性などが関与しているものと考えられた。
 (2沫梢血由来多核球を用いて,両群尿中での細菌貪食能を検討した結果,全体では両群間に有意
 差はなかった。しかし,腸管利用尿路由来の尿中での貪食能はlgG濃度と相関し,腸管利用尿路
 の尿中に分泌される程度の量でも,オプソニン作用を持つ可能性が示唆された。通常尿路由来の
 尿中では,変化の大きい浸透圧が貪食能に強い影響を与えていた。
 【結語】
 腸管利用尿路では分離菌種,尿中滲出白血球,尿の性状,免疫グロブリン濃度など通常尿路と
 多くの差がみられ,細菌感染の機序と感染防御機構も大きく異なっていると思われた。
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 審査結果の要旨
 尿路に腸管を利用した手術は古くより行われており,現在まで様々な改良された術式が報告さ
 れ広く行われている。腸管を利用した尿路の感染症,感染防御といった点に注目した報告は欧米
 においてはいくっかみられるものの,本邦では手術手技,臨床経過に関する報告がほとんどで,
 感染症,感染防御といった点に注目した報告はない。本論文は尿路に腸管を利用した22例(以下
 腸管利用群と省略)と,通常の尿路を持つ複雑性尿路感染症31例(以下対照群と省略)を対象と
 し,腸管利用尿路の感染症の特徴,また尿中滲出白血球,尿の性状,尿中免疫グロブリン濃度等,
 感染防御に関わる因子について,初めて長期に渡り詳細な比較検討を行い,得られた結果の意義
 に対し更に検討を加えた得難い論文である。
 [方法と結果](1)両群ともほぼ同時期に,尿中細菌の定量培養と同定を行い比較検討した結
 果,腸管利用群では,特にカテーテル留置例で複数菌感染の頻度が高いこと,またS七reptococcus,
 Providenciaの分離頻度が高く,逆にP.aeruginosaの分離頻度が,化学療法の有無にかかわらず
 低いことが判明し,菌種による定着性などの差が示唆された。(2)尿沈渣にメイーギムザ染色を施
 して,尿中滲出白血球の動態,cellpopulationを比較検討した結果,腸管利用群では好酸球が多
 く滲出しているという新しい知見を得,好酸球の感染防御的役割も示唆された。しかし,感染尿
 中では好中球が中心的役割を果たしていることも判明した。(3)腸管利用群の尿は対照群の尿に比
 べ高いpH,低浸透圧,低尿素窒素濃度を示し,分離菌種の差,白血球の細菌貪食などに影響を与
 えている可能性が考えられた。ELISA法により測定した分泌型工gA,IgG,IgM濃度はいずれも腸
 管利用群で有意に高く,細菌の粘膜への付着等に影響を与えている可能性が考えられた。(4)腸
 管利用尿路と通常尿路由来の尿中(pHを一定)での,E.coh,Providencia,S七rep七〇coccus,
 P.aeruginosaの増殖能を検討したが,いずれも大きな差はなかった。このことは上記細菌の分離
 頻度の差は,尿の性状よりは粘膜への定着性などが関与しているものと考えられた。(51浸透圧,
 免疫グロブリン濃度の差が実際に白血球の細菌貪食に影響を与えているか,末梢血由来多核球を
 用いて両群尿中での細菌貪食能を検討した。その結果,全体では両群間に有意差はなかったが,
 腸管利用尿路尿中での貪食能はlgG濃度と相関し,尿中に分泌される程度の量でもオプソニン作
 用を持つ可能性が示唆された。通常尿路由来の尿中では,貪食能は浸透圧と強い相関を示し,変
 化の大きい浸透圧が貪食能に特に強い影響を与えていた。
 本研究は,腸管利用尿路と通常尿路とでは分離菌種,尿中滲出白血球,尿の性状,免疫グロブ
 リン濃度など多くの差がみられることを明らかにし,更にそれらの意義について検討したもので,
 いくつかの新しい知見を含み,学位論文に十分値するものと考える。
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